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貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各 介 護 保 険 関 係 団 体  御 中 

← 厚生労働省 老健局 高齢者支援課 

 
 

今回の内容 

令和 7 年度 介護デジタル中核人材養成に向けた 

調査研究事業一式 

応募者多数につき「デジタル中核人材養成研修」の 

増設のお知らせ 

計１３枚（本紙を除く） 

連絡先  TEL : 03-5253-1111（内線 ３８７６） 
FAX : 03-3595-3670 

 









 

令和 7年度 デジタル中核人材養成研修         

厚生労働省「介護デジタル中核人材養成に向けた調査研究事業一式」 

令和 7年度 デジタル中核人材養成研修 募集要項（25/10/24版） 
 
日本社会は、少子高齢化と生産年齢人口の減少が進み、介護現場では人材不足や業務の複雑化が課題とな

っています。限られた人員でも質の高いケアを継続的に提供するためには、介護テクノロジーの活用や業務
改善を推進できる人材が欠かせません。 
本研修は、現場で課題を見出し、改善策を立案・実践する力を持つ「中核人材」を育成することを目的と

しています。介護の質を高める倫理観やチームでの実践力、リーダーシップを身につけ、職員の働きやすい
環境づくりや利用者の自立支援の実現をめざします。 
「現場から介護の未来を変えていく」その一歩として、本研修への参加を心よりお待ちしております。 

 
1. 目的 
・ 介護現場における生産性向上の方策のひとつとして、介護テクノロジーを効果的に活用し、より質の高
いケアの実践をめざす意義を理解する。 

・ 介護現場の生産性向上と、組織全体がチームとなって業務改善に取り組むためのリーダーシップについ
て、基本的な知識とスキルを習得する。 

・ 利用者の自立支援と個別性の高いケアを実現するため、介護テクノロジーを最大限に活用することがで
きるアセスメント力をはじめとする、科学的介護の基本的な知識を習得する。 

 
2. 開催期間 

2025（令和 7）年 10月～2026（令和 8）年 3月 ※集合研修の開催期間 
 
3. 開催方法 

オンライン開催（事前課題、Zoomによるオンライン研修、チャットツールによる支援等） 
 
4. 対象者 

次の 2つの項目をすべて満たしている方 
① 介護サービス施設・事業所等での勤務経験が 3年以上ある（介護職以外の職種や、法人本部等の勤

務等を含む）。 
② 勤務先（介護サービス施設・事業所等）で、業務改善や介護テクノロジーの導入・運用に関わって

いる、または、今後取り組みたいと考えている。 
 
5. 到達目標 

勤務先（介護サービス施設・事業所等）の介護サービスの質の向上を実現するために、業務改善と介護
テクノロジー導入に着手し、プロジェクトを継続的に推進することができる。 

 
6. 定員           全国研修セット№10の開催を追加いたしました 

計 1,500名（全国対象№1～5、8～10：各 250名程度 地域対象№6～7：各 50名） 
※ 研修セットごとに定員に達し次第、受付を締め切ります 

 
7. 費用 

無料  

本研修を修了した方には、修了証が発行されます。 
昨年度の修了者は、介護サービス情報公表制度の「安全・衛生
管理等に関する報告事項︓介護ロボット・ICT活用に関する研
修修了者」として、本研修の修了証をお使いになっています。 
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8. 研修の流れ 
・ 受講を希望する集合研修（セット№1～10のうち 1セット）の受講申込を終えた後、計画的に事前課題
を受講してください。オンライン授業が始まるまでに、事前課題を終えておくことを強く推奨します。 

・ オンライン授業の実施、確認テスト等については、メールまたはビジネスチャットツールで連絡します。 

 
9. 研修プログラム 
・ 事前課題、集合研修（3日間のオンライン授業／自職場での実践）、確認テストがあります。 

 （1）事前課題 
区分 時間等 内容 

web動画視聴 
【必須】 

約 20分 ➊ 厚生労働省 令和 7 年度生産性向上の取組に関する介護事業所向けビギナー
セミナー「介護現場の生産性向上における厚生労働省の取組等について」 

約 40分 ➋ 厚生労働省 令和 7 年度生産性向上の取組に関する介護事業所向けビギナー
セミナー「介護サービスの生産性向上の基本と取組のポイント」 

約 10分 ➌ Zoomに挑む！（本研修を受講するために必須となる Zoom基本操作の確認） 

約 20分 ❹ 介護施設の ICT化プロジェクト（社内ネットワークに関する基礎的な知識） 

オンデマンド動画受
講 
【必須】 

約 30分 ➊ 介護職の倫理と利用者の全人性・尊厳の実践的理解 
・介護サービスの生産性向上 
・介護テクノロジーの利活用（倫理観と介護リテラシー、安全確保と 
行動制限、監視と観察、アセスメントと自立支援） 

約 25分 ❷ 介護過程の応用的理解 
  ・介護過程の理解（アセスメント・計画立案・実行・評価） 
  ・アセスメントの視点（自立・快適・安全） 
  ・事例検討 

約 30分 ➌ 介護テクノロジー活用の基礎的理解 
  ・介護テクノロジーとは 
  ・介護テクノロジーに関する国や自治体の支援 

・セキュリティ対応 

外部プログラム受講 
【推奨】 

－ 介護テクノロジーに関する外部の研修・資格等を活用し、介護ロボットや ICTの
基本的な知識や、介護現場での導入・活用方法について、積極的に学習・情報収
集を行うことを推奨する。 

受講 
申込 

修了 課題① 
事前 
課題 

授業 
1日目 

確認 
テスト 課題② 

授業 
2日目 

授業 
3日目 

次のオンライン授業までの約1か月間に勤務先
で課題①と②を実践する。 
ビジネスチャットツールで、受講者やサブ講師
に相談・情報交換を行う。 

研修期間中に、事前課題、オンライン授業出席、課題① ・②提出、
確認テストをすべて修了すること。 

※授業 1 日目前日までに、事前課題を
終えておくことを強く推奨 

基準を満たさない場合、
再受験 

【受講申込から修了までの主な流れ】 

デジタル技術の導入は、ハードルが高いと感じていましたが、取り組みのなかで、日々の業務に対し 「こうすれば楽なのに」 
といった思いは多く存在していることがわかりました。 私たちは、「まずできることから」 と PCや iPad等すでにあるものを用
いて、効率化を図りました。その結果、「このアプリも使えるのでは︖」 等といろいろと意見が出るようになり、成功体験から
新しいツールの導入につなげることができました。（R6研修修了︓福島県・地域包括・相談職） 

受講をきっかけに、経営層との一体感と、現場からの問題提起が進展。導入した業務支援ソフトやチャットツール等の活
用により、職員の意識改革と業務効率化・見える化を達成しました。（R6研修修了︓鹿児島県・通所リハ・医療職） 

▼ 一歩踏み出した方々の声 


